
家
族
で
防
災
対
策
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
！

　

災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
き
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。い
ざ
と
い
う

と
き
の
た
め
に
、
家
族
の
避
難
場

所
や
避
難
方
法
、
連
絡
方
法
な
ど

次
の
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
、
よ

く
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
家
の
中
で
一
番
安
全
な
場
所

は
ど
こ
な
の
か
？

②
救
急
医
薬
品
や
消
火
器
な
ど

を
備
え
て
い
る
の
か
？

③
幼
児
や
高
齢
者
の
面
倒
は
誰

が
み
る
の
か
？

④
避
難
場
所
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
？

⑤
避
難
す
る
と
き
に
誰
が
何
を

持
ち
出
す
の
か
？

⑥
非
常
持
出
袋
は
ど
こ
に
保
管

し
て
お
く
の
か
？

⑦
家
族
の
連
絡
方
法
と
最
終
的

に
出
会
う
場
所
は
ど
こ
に
す

る
の
か
？

非
常
持
出
品
と
非
常
備
蓄
品

を
準
備
し
ま
し
ょ
う
！

　

非
常
持
出
品
・
備
蓄
品
は
防

災
対
策
の
基
本
で
す
。家
族
構
成

に
合
わ
せ
て
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
際
、
非
常
持
出
品
等
の
点
検

も
家
族
全
員
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
非
常
持
出
品

　

避
難
す
る
と
き
の
最
小
限
の

必
需
品
。あ
ま
り
重
い
と
避
難
に

支
障
が
で
る
の
で
、
必
要
最
小
限

の
も
の
を
背
負
い
や
す
い
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
等
に
ま
と
め
、す
ぐ
に

取
り
出
せ
る
場
所
に
保
管
し
ま

し
ょ
う
。

◎
非
常
備
蓄
品

　

災
害
復
旧
ま
で
の
数
日
間
、
自

足
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。最
低

で
も
、
３
日
間
は
自
足
で
き
る
だ

け
の
量
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

と　
　

き

９
月
２
日（
日
）  

午
前
６
時
〜

実
施
内
容（
予
定
）

◎
各
避
難
所

広
域
避
難
所
避
難
訓
練（
白
浜

地
区
・
上
堺
地
区
）、各
一
時
避

難
所
避
難
訓
練
、
初
期
消
火
訓

練
、避
難
救
助
訓
練（
一
部
）等

◎
役　
　

場

災
害
対
策
本
部
情
報
伝
達
訓

練
◎
展
示（
役
場
前
駐
車
場
）

救
命
救
助
訓
練
、
自
衛
隊
車
両

等
機
材
、給
水
車
等

※
訓
練
当
日
は
、
早
朝
よ
り
サ
イ

レ
ン
等
を
鳴
ら
し
ま
す
が
、
災

害（
火
災
）等
と
間
違
わ
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　 　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、
家
族
み
ん
な
で
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
で
避
難
経
路
、
避
難
場
所
な
ど
の
確
認
が
で
き
ま
す
。

　6月24日、蓮沼海浜公園駐車場で第34回山武消防ポンプ操
法大会が行われ、町の代表としてポンプ自動車操法の部第7
分団第1部（橋場、桑郷、西高野）と小型ポンプ操法の部第8分
団第1部（木戸、長塚、五ノ神）が出場しました。
　大会当日は、郡内の市や町を代表する各消防団が訓練の成
果を競い合いました。

▶
第
８
分
団
第
１
部

指
揮
者
：
椎
名　

真
人　

１
番
員
：
佐
藤　

一
喜

２
番
員
：
市
田
慎
一
郎　

３
番
員
：
渡
邉　

光
一

補
助
員
：
伊
東　

正
俊　
　
　
　
　
　
《
敬
称
略
》

▶
第
７
分
団
第
１
部

指
揮
者
：
錦
郡　

知
之　

１
番
員
：
伊
藤
裕
一
郎

２
番
員
：
椎
名　

秀
和　

３
番
員
：
林　
　

俊
介

４
番
員
：
越
川　
　

徹　

補
助
員
：
萩
原　

岩
利

《
敬
称
略
》

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
！

山武消防ポンプ操法大会

開会式

▲避難所での訓練 ▲災害対策本部

▲消防隊員による救助訓練 ▲自衛隊による防災展示
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